
第６学年＊組 社会科学習指導案 

指導者  矢野 龍馬 

Ｒ７研修センター長期研修 

１ 単元名   明治の国づくりを進めた人々 

 

２ 本単元の目標 

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人物の働きなどについて着目して、文化財

や地図、年表などの資料で調べ、黒船の来航、廃藩置県や四民平等などの改革、この頃の政治の仕

組みや世の中の様子の変化を考え、表現することを通し、社会的事象を関連付けたり総合したりし

て、この頃の人物の働きや政治の仕組み、世の中の様子の変化に着目して考え、問いを見出したり、

社会的事象について適切に表現したりすることを通して、我が国が明治維新を機に欧米の文化を取

り入れつつ近代化を進めたことを理解できるようにするとともに、社会的事象について、予想や学

習計画を立てたり、学習をふり返ったりして、学習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①我が国の歴史上の主な事

象を手掛かりに，世の中の

様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、

大まかな歴史を理解する

とともに，関連する先人の

業績などを理解している。 

②調べたことを表や文など

にまとめ、我が国が明治維

新を機に欧米の文化を取

り入れつつ近代化を進め

たことを理解している。 

①世の中の様子、人物の働きや代表

的な文化遺産などに着目して、問

いを見出し、黒船の来航、廃藩置

県や四民平等などの改革、文明開

化などについて考え適切に表現

している。 

②明治時代の世の中の様子や人物

の働きを関連付けたり総合した

りして、この頃の政治の仕組みや

世の中の様子の変化を、明治維新

への影響度の視点から多角的に

考察し、適切に表現している。 

①我が国の歴史上の主な事象

について，歴史や伝統を大

切にする心情をもち、歴史

から学んだことをどのよう

に生かしていくかなど国家

及び社会の発展を考えよう

としている。 

 

４ 単元について 

(１)教材観 

 本単元は、学習指導要領解説社会編の第３章各学年の目標及び内容、第４節第６学年の目標及び内

容、２第６学年の内容(２)我が国の歴史上の主な事象についてのうち、(ケ)黒船の来航、廃藩置県や

四民平等などの改革、文明開化などを手掛かりに、我が国が明付治維新を機に欧米の文化を取り入れ

つつ近代化を進めたことを理解することに関する単元である。また、内容の取り扱いの中で、人物の

働きを通して学習できるように指導することと示されている。児童が歴史学習全体を通して、我が国

は長い歴史をもち伝統や文化を育んできたこと、我が国の歴史は政治の中心地や世の中の様子などに

よって幾つかの時期に分けられることに気付くようにするとともに、現在の自分たちの生活と過去の

出来事との関わりを考えたり、過去の出来事を基に現在及び将来の発展を考えたりするなど、歴史を

学ぶ意味を感じられるようにしていく。 



(２)児童観 

 本学級の児童を対象に行った実態調査（令和７年＊月＊日実施第６学年＊組＊人）では､｢古墳時代

と飛鳥時代は、どのように国がまとまっていったか」という問題に対し、時代の特徴について資料を

基に記述することができた児童は＊人であった。また､｢鎌倉時代の武士、竹崎季長のセリフを考えよ

う」という問題に対し、複数の情報を関連付けて答えることが出来た児童は＊人であった。これらの

結果から、事象相互の関係を整理して考えを深めていくことや、資料を基に自分の考えをもつことが

できていないという実態が分かった。これは、教科書に出てくる語句を教師が教える知識獲得型の学

習にとどまっていたことが要因の一つであると思われる。そこで、社会的事象を捉え、特色や相互の

関連、意味を多角的に考える力を育成していきたい。 

(３)指導観 

 本研究では、「明治の国づくりを進めた人々」において、人物に着目して調べたことを基に、明治

維新への影響度の視点から表にまとめ、社会的事象を関連付けていく学習活動を行う。その際、調べ

たことを他者との対話で比較し、社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えられるように

する。まず、江戸時代から明治時代にかけての資料から子どもの疑問を引き出し、「明治維新への影

響度」という視点で、単元を貫く問いを設定する。次に、人物に着目して調べた事を、学習支援ソフ

ト(Teams)を使用して、デジタルメモに記録してまとめていく。また、デジタルメモは自由に閲覧でき

るようにして、児童同士で考えの根拠を比較し合えるようにする。そして、他者と考えを比較する活

動を行い、社会的事象同士を関連付けることができるようにする。その中で、新たな疑問や気付きを

得られるようにし、社会的事象に対しての自己関与性を高めていく。最後に、これまで蓄積してきた

振り返りやデジタルメモを基に社会的事象について明治維新への影響度の視点から表にまとめる。そ

の際、他者と考えを比較したり、振り返りを基に考えたりする活動を繰り返すことで、社会的事象を

多角的に考えられるようにする。このような学習活動の工夫を行うことで、児童の社会的事象の特色

や相互の関連、意味を多角的に考えられるようにしたい。 

 

５ 単元の指導計画(６時間扱い)        ○は指導に生かす評価場面、◎は記録に残す評価場面 

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価及び評価方法等・指導上の留意点 

１ 

 

１ 

 
・２つの時代の資料を基に時代が何年変

わっているか予想する。 

・複数の資料から何が変化したのかを

考える。（生活・衣食住・学習） 

 

 

 

・変化に影響を与えた要因について予

想をたてる｡（人物･事件･外国･災害) 

 

・他者と考えの共有をする。 

 

・時代の大きな変化を明治維新として

捉える。 

 

・本時のまとめをする。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・明治維新への関心が高まるような資料

提示の工夫を行い、学習への関心をも

たせる。 

・２つの時代の比較をすることで、児童

が資料を基に自分の考えの根拠を説明

することができるようにする。 

 

・変化に関する要因について自分の予想

をたてられるようにする。 

 

思①：発言内容やワークシートの記述内

容から、関連する先人の業績など

に着目して学習問題を見出すこと

ができるよう声かけをする。 

【ワークシート、発言】 

・明治時代へ影響を与えた視点（インフ

ルエンス）から大きな変化には人物が

大きく関わっている事を捉え、人物や

思いに着目していくことを押さえる。  

明治維新が起こったから、日本は大

きく変わった。 

なぜ短い期間にこんな大きな変化

があったのだろう。 



・単元を貫く問いを考える。 

 

 

 

 

 

 

・学習の単元計画を考える。 

・児童の発言や思考を基に学習計画を 

立てる。 

・振り返りをする。 

 

 

 

 

○ 

・児童の疑問を整理していく中で、人物

に焦点化させ、単元を貫く問いを作成

する。 

 

態①：明治維新への影響度の視点に対し

て学習計画を立てようとしている

かを見取り、不十分な児童には、

全体で共有することで見通しをも

たせる。【ワークシート、観察】 

・「ふり返りのたね」を用いて振り返りを

行う。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・明治時代の社会的事象に関する複数

の資料から本時の問いを見出す。 

 

 

 

・年表を基に社会的事象について捉え

る。 

・人物の視点で誰が何を行い、どんな

思いをもって日本に影響を与えたの

か調べる。 

 

・調べた事を根拠に他者と考えを比較

し、社会的事象を関連付ける。 

 

・本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

・明治維新への影響度を考えランキン

グをつける。 

・振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

〇 

・明治維新の背景にあった社会的事象の

資料から本時の問いを考える。 

態①：資料を基に国づくりの視点で調べ

ることができているかを見取り、

できていない児童には、全体で共

有することを通して見通しがもて

るようにする。 

【ワークシート、観察】 

・年表に出てくる事象からこの時代の人

物に関連付けて調べることができるよ

うにする。 

・自分が調べた事を基に他者と考えを交

流することで、調べていなかった社会

的事象を捉えさせる 

知①：我が国の歴史上の主な事象を手掛

かりに，世の中の様子、人物の働

きや代表的な文化遺産などについ

て、理解している。 

【ワークシート、観察】 

・インフルエンサーチャートを使用して

影響度を視覚化していく。 

・「ふり返りのたね」を用いて振り返り

を行う。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

・岩倉使節団の資料から政府の動きに

ついて考え､本時の問いを見出す。 

強い国づくりに向けて動き出した

日本はどんなことをしたのだろう。 

・年表を基に社会的事象について捉え

る。 

・資料を基に国民の生活や取り組みに

ついて調べてまとめる。 

 

・調べた事を人物の視点で誰が、どん

な影響を与えたのか考える。 

 

・調べた事を根拠に他者と考えを比較

し、社会的事象を関連付ける。 

・本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

    

 

 

〇 

・富国強兵に向けた政府は、どんな思い

で改革をしたのかを考えられるように

する。 

態①：資料を基に国づくりの視点で調べ

ることができているかを見取り、

できていない児童には、共有し見

通しがもてるようにする。 

【ワークシート、観察】 

・年表に出てくる言葉からこの時代の人

物に関連付けて調べることができるよ

うにする。 

・自分が調べた事を基に他者と考えを交

流することで、調べていなかった社会

的事象を捉えさせる。 

知①：我が国の歴史上の主な事象を手掛

かりに、資料を基に世の中の様子

や人物の働きについて、先人の業

績などを理解できるように声かけ

をする。   【ワークシート】 

だれのどんな思いが日本を変えた

のだろう。 

～明治維新の時期に活やくしたイ

ンフルエンサーはだれだ？～ 

当時の人たちは、外国との力の差を

知り、他国に負けない強い国にしよ

うとした。 

当時の人たちはどんな国にしたか

ったのだろう。 

富国強兵を目標にして、おう米に近

づこうと国の仕組みを近代化させ

た。 



 

 

 

 

 

 

 

・明治維新への影響度を考えランキン

グをつけ直す。 

・振り返りをする。 

・インフルエンサーチャートを使用して

影響度を視覚化していく。 

・「ふり返りのたね」を用いて振り返り

を行う。 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・渋沢栄一や福沢諭吉に関する資料か

ら、本時の問いを見出す。 

強い国づくりに向けて日本国民の

生活や思いはどのように変わって

いったのだろう。 

 

・年表を基に社会的事象について捉え

る。 

・資料を基に国民の生活や取り組みに

ついて調べてまとめる。 

・調べた事を人物の視点で誰が、どん

な影響を与えたのか考える。 

 

 

・調べた事を根拠に他者と考えを比較

し、社会的事象を関連付ける。 

・本時のまとめをする。 

 

 

 

 

・明治維新への影響度を考えランキン

グをつけ直す。 

・振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

◎ 

 ・富国強兵に向けた政府の考えに対して

当時の人々はどんな思いや行動をした

のか考えられるようにする。 

思①：年表などを基に社会的事象につい

て資料で調べ、改革や政治の仕組

みを考え、関連付けた総合したり

して適切に表現している。 

【ワークシート、観察】 

・年表に出てくる言葉からこの時代の人

物に関連付けて調べることができるよ

うにする。 

・自分が調べた事を基に他者と考えを交

流することで、調べていなかった社会

的事象を捉えさせる 

知②：調べたことを表や文にまとめ、我

が国が明治維新を機に欧米の文化

を取り入れつつ近代化を進めた人

々の生活や思いについて理解でき

るように声かけをする。 

【ワークシート、観察】 

・インフルエンサーチャートを使用して

影響度を視覚化していく。 

・「ふり返りのたね」を用いて振り返り

を行う。 

５ ・国会議事堂の３人の銅像の資料から

本時の問いを見出す。 

国会に置かれている銅像は、なぜこ

の３人なのだろう。 

・自由民権運動の資料から人々の思い

について共有する。 

・西南戦争や自由民権運動に関する資

料を基に、国民の言論で主張する世

の中への変化を捉える。 

・調べた事を根拠に他者と考えを比較

し、社会的事象を関連付ける。 

 

・大日本国憲法について確認し、明治

政府の国づくりをつかむ。 

 

この３人は自由民権運動の中心とな

り、国会開設や天皇中心の憲法制定

に深く関わったから銅像になったか

ら。 

 

 

・明治維新への影響度を考えランキン

グをつけ直す。 

 

・振り返りを書く。 

  

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

・修学旅行で行った国会議事堂を扱うこ

とでこの時代と現代のつながりを考え

られるようにする。 

・年表に出てくる言葉からこの時代の人

物に関連付けて調べることができるよ

うにする。 

思②：年表などを基に社会的事象につい

て資料で調べ、政治の仕組みや世

の中の様子の変化を考え、関連付

けた総合したりして適切に表現で 

きるように声かけをする。 

【ワークシート、観察】 

・自分が調べた事を基に他者と考えを交

流することで、調べていなかった社会

的事象を捉えさせる。 

態①：学習してきたことを基に、我が国

の歴史や伝統を大切にする心情を

持ち、歴史から学んだことをどの

ように生かしていくかなど国家及

び社会の発展を考えようとしてい

る。  【ワークシート、観察】 

・インフルエンサーチャートを使用して

影響度を視覚化していく。 

・「ふり返りのたね」を用いて振り返り

を行う。 

おう米に近づこうとする人々の行

動が文明開化として現れた。 



３ ６ 

本

時 

１ 単元を通して学んだ社会的事象に

ついて確認する。 

・年表を基にこの時代の流れを振り

返る。 

 

 

２ 本時の問いを確認する。 

 

 

 

 

 

 

３ 近代国家に向けて影響の大きかっ

た人物についての自分の考えをまと

める。 

４ 影響度の表やデジタルメモを基に 

ワークシートに自分の考えをまとめ 

る。 

 

５ 影響度についての自分の考えを他

者と共有する。（グループ） 

・他者の考えを自分の考えと比較し

ながら聞く。 

６ 全体で問いに対する考えを共有す

る｡（全体） 

 

 

７ 単元のまとめをする。 

 

 

 

 

 

８ 単元の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 ・前時までの学習の蓄積を基に本時の学

習で単元の問いへの考えをまとめる時

間であると確認する。 

・単元最初に決めた学習の問いを再度確

認し、明治時代の大きな変化について

考えを深められるようにする。 

・インフルエンサーチャートとデジタル

メモを基に自分の考えがまとめられる

ようにする。 

 

 

 

 

思②：明治時代の世の中の様子や人物の

働きを関連付けたり総合したりし

て、この頃の政治の仕組みや世の

中の様子の変化を、明治維新への

影響度の視点から、多角的に考察

し適切に表現している。 

【ワークシート、観察】 

・他者に考えを伝えたり聞いたりして共

有する時間を設ける。 

・１人の人物だけに留まらず、この時代

の国全体が近代化に向けて動いていた

ことを捉えられるようにする。 

・児童の発言を基に、まとめができるよ

うに児童の発言をつなげる。 

 

知②：調べたことを、表や文などにまと

め、我が国が明治維新を機に欧米

の文化を取り入れつつ近代化を進

めたことを理解している。 

【ワークシート】 

・単元を通して蓄積した振り返りを基に

書けるように助言する。 

 

日本を近代的な国にしようという

多くの人の思いや行動が日本を変

えた。 

単元の学習問題 

だれのどんな思いが日本を変えた

のだろう。 

～明治維新の時期に活やくしたイ

ンフルエンサーはだれだ？ 



 



う ら が に ら い こ う し 、 か い こ く を も と め る 。

に ち べ い わ し ん じ ょ う や く
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